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はじめに 

 このたびは、本装置（ＵＰＳ）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

本書には、お客様とサービス技術員の安全を守るためのご注意を記載しています。

また、 装置を末長くご愛用いただくために、ご使用の前に必ずこの取扱説明書をお

読みください。 お読みになった後は、いつでもご覧になれる場所に保管してくださ

い。 

 

    ＵＰＳとは、Uniterruptible Power System(無停電電源装置）の略 

 

安全上のご注意 

 

据付、運転、保守・点検の前に必ずこの取扱説明書とその他の付属書類をすべて熟読し、機器の 

取り扱い、安全の情報そして注意事項について確認してからご使用ください。 

この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分してあります。 

 

危険 
：取扱いを誤った場合に、危険な状況がおこりえて、死亡または重傷を受ける

 可能性が想定される場合。 

 

 

注意 
：取扱いを誤った場合に、危険な状況がおこりえて、中程度の傷害や軽傷を受

 ける可能性が想定される場合および物的損害だけの発生が想定される場合。

 
 

 

 なお、    ！   注意 に記載された事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性

があります。 

  

 いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。 

 禁止、強制の絵表示の説明を次に示します。 

 

 

      ：禁止（してはいけないこと）を示します。 

 

 

      ：強制（必ずしなければならないこと）を示します。 

       接地は必ず行ってください。 

！ 

！ 
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１．据付上の注意事項：7,11ﾍﾟｰｼﾞ参照 

注  意 
参照

ページ

・据付工事は専門業者に依頼してください。据付工事に不備があると、感電、

けが、火災のおそれがあります。 

・ＵＰＳは、次のような環境での使用、保管は絶対にしないでください。 

ＵＰＳの故障、損傷、劣化などによって、火災などの原因になることがあり

ます。 

    ・カタログ、取扱説明書に記載の周囲環境条件（温度：0～40℃、 

   対湿度：30～90％）から外れた高温、低温、多湿、乾燥となる場所 

    ・直射日光があたる場所 

  ・ストーブなどの熱源から熱を直接受ける場所 

  ・振動、衝撃の加わる場所 

  ・火花が発生する機器の近傍 

  ・粉塵、腐食性ガス、塩分、可燃性ガスがある場所 

  ・屋外 

・吸排気口はふさがないでください。壁などから20㎝離してＵＰＳを設置して

ください。吸排気口をふさぐとＵＰＳの内部温度が上昇し、バッテリなどの

劣化により火災の原因になることがあります。 

・ＵＰＳ周辺の換気をしてください。換気量（FU-75AⅢ:13m３/h,FU-100AⅢ: 

15m３/h）が確保されないと、充電時バッテリからのガス発生によって、容器の

破裂または爆発の原因になることがあります。 

・据え付けは、ＵＰＳ本体の質量（FU-75AⅢ：約380kg,FU-100AⅢ：約400kg）に

耐える所に、取扱説明書の通りに行ってください。 

据え付けに不備があると、ＵＰＳの転倒などにより、けがのおそれがありま

す。キャスタ付のＵＰＳは、床固定金具などで確実に固定してください。キャ

スタの固定をしていないと地震などの衝撃、振動により移動、転倒などでけ

がのおそれがあります。 

 

7,11 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

２．配線上の注意：12,13ﾍﾟｰｼﾞ参照 

注  意 
参照 

ページ

・配線工事は専門業者に依頼してください。配線工事に不備があると、感電、

火災の原因になることがあります。 

・アース線を指定の方法（入出力端子台）で確実に接続してください。本装置

はＤ種接地工事が必要です。アース線のサイズは14mm２以上です。 

アースを規定の接地種別で接続しない場合には感電のおそれがあります。 

・ＵＰＳの出力側に接続される負荷機器のアースは、確実にアース端子に接続

してください。負荷機器のアースを接続しない場合には、感電のおそれがあ

ります。 

12 

 

12,13 

 

 

12,13 

 

 

 

 

！

！
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３．使用上の注意事項：7,8ﾍﾟｰｼﾞ、巻末参照 

危  険 
参照 

ページ

・ＵＰＳのカバーは開けないでください。感電のおそれがあります。 

・ＵＰＳが故障し、異臭、異音が発生したときは、装置をすぐに停止してくだ

さい。火災の原因になることがあります。 

 

8 

 

 

 

注  意 
参照 

ページ

・ＵＰＳ周辺の換気をしてください。換気量（FU-75AⅢ:13m３/h  FU100AⅢ: 

15m３/h）が確保されないと、充電時バッテリからのガス発生によって、容器

の破裂または爆発の原因になることがあります。 

・ＵＰＳを起動する前に負荷側の安全を確認し、取扱説明書に従って運転操作

を行ってください。不用意な給電は、感電、事故のおそれがあります。 

・ファンに棒や指などを入れないでください。回転しているファンで、けがを

するおそれがあります。 

・ＵＰＳの入出力端子部、増設バッテリコネクタ部に金属棒や指などを差し込

まないでください。感電のおそれがあります。 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

禁  止 
参照 

ページ

・次のような用途には絶対に使用しないでください。 

  ａ．人命に直接関わる医療機器などへの使用。 

  ｂ．人身の損傷に至る可能性のある電車、エレベーターなどの制御機器 

    への使用。 

  ｃ．社会的、公共的に重要なコンピュータシステムなどへの使用。 

  ｄ．これらに準ずる装置。 

 上記負荷設備への使用に該当する場合は、事前にメーカにご相談ください。 

人の安全に関与し、公共の機能維持に重大な影響を及ぼす装置などについて

は、システムの多重化、非常用発電設備の設置など、運用、維持、管理につ

いて特別な配慮が必要となります。 

・ＵＰＳの周辺での喫煙、火気の使用はしないでください。爆発、破損により、

けが、火災のおそれがあります。 

・ＵＰＳ上部に花瓶など水の入った容器を置かないでください。花瓶などが転

倒した場合、こぼれた水での感電、ＵＰＳ内部からの発火、火災の原因にな

ることがあります。 

・ＵＰＳの上部に腰掛けたり、踏み台にしたり、寄りかかったりしないでくだ

さい。ＵＰＳの転倒などで、けがのおそれがあります。 

巻末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！

！
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４．保守・点検上の注意事項：7,24,25ﾍﾟｰｼﾞ参照 

注  意 
参照 

ページ

・専門業者以外は、内部の点検、修理をしないでください。感電、けが、やけ

ど、発煙、発火などのおそれがあります。 

・ＵＰＳの周囲または故障部品の交換は、お買い上げ販売店、サービス会社へ

依頼してください。カバーを開けると感電、やけどのおそれがあります。 

・バッテリは定期的（25℃で12年）に交換してください。交換時期を過ぎたバッ

テリは火災の原因になることがあります。 

・ＵＰＳの入出力端子部、増設バッテリコネクタ部に金属棒や指などを差し込

まないでください。感電のおそれがあります。 

・交流入力電源を切っても内部部品に手を触れないでください。バッテリ電圧

が印加されている部品があり、感電のおそれがあります。 

24,25 

 

24,25 

 

24 

 

7 

 

24 

 

５．移動、輸送時の注意事項：11ﾍﾟｰｼﾞ参照 

注  意 
参照 

ページ

・移動、輸送時に転倒、落下させないでください。けがのおそれがあります。 

・移動、輸送の際はＵＰＳを10°以上傾けないようにしてください。 

ＵＰＳの転倒などでけがをするおそれがあります。 

11 

 

 

 

６．その他の注意事項：巻末参照 

注  意 
参照 

ページ

・本装置は日本国内仕様品です。国外での使用については別途お問い合わせく

ださい。日本国仕様品を国外で使用すると、電圧、使用環境が異なり発煙、

発火の原因になることがあります。 

巻末 

 

 

 

 

！

！

！



 -5-

7．バッテリに関する注意事項：25ﾍﾟｰｼﾞ参照 

注  意 
参照 

ページ

・バッテリは内部に劇物の希硫酸が含まれています。バッテリが漏液した場合

は皮膚や衣服に付着させないでください。万が一付着した場合はきれいな水

で洗い流してください。特に、液が目に入った時は、すぐにきれいな水で洗っ

た後、医師の治療を受けてください。希硫酸が目に入ると失明、皮膚に付く

と火傷のおそれがあります。 

・使用済みのバッテリは、そのまま廃棄せず、お買い上げの販売店・サービス

会社・最寄りの営業所にご連絡ください。 

・使用期限の過ぎたバッテリは使用しないでください。発煙、発火の原因にな

ることがあります。また、停電時にバッテリバックアップができず、負荷機

器を停止させる可能性があります。 

・バッテリの発火時には、消火のために水を使用しないで、粉末（ＡＢＣ）消

火器を用いてください。水を使用すると、火災を拡大させる原因になること

があります。 

・バッテリの使用にあたっては次の項目を守ってください。バッテリを漏液、

発熱、爆発させる原因になることがあります。 

 ａ．バッテリに直接ハンダ付けしないこと。 

 ｂ．バッテリのプラス端子(+)とマイナス端子(-)を逆にして充電しないこと。 

 ｃ．バッテリの種類・メーカ名・新旧異なるものを混ぜて使用しないこと。 

 ｄ．バッテリの外装チューブをはがしたり、傷をつけないこと。 

 ｅ．バッテリに強い衝撃を与えたり、投げつけないこと。 

 ｆ．バッテリの清掃は、湿った布などを使用すること。 

 ｇ．使用済み電池でも電気エネルギーが残っているので、スパークやショート 

   をさせないこと。 

25 

 

 

 

 

25 

 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

 

 

 

 

 

！
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ＵＰＳの保証について   詳細は添付品の保証書をご覧ください。 

 

 本装置は下記に記載の保証規定により「購入後１年間は無償修理」とし、１年間経過したものは

有償とさせていただきます。 

 

 保証規定について   詳細は添付品の保証書(保証規定)をご覧ください。 

 

１．保証期間中に取扱説明書に従った正常な使用状態で本装置が故障した場合には無償修理させて

いただきます。故障の際はお買い上げの販売店または当社本社・支店等(巻末) へご連絡くださ

い。 

２．本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の人命の損傷、物損、ソフトの異常、

その他すべての損傷について、当社はその責任を負わないものとします。 

３．保証期間中でも、次のような場合には有償修理となります。 

（１）ご使用の誤り、または不当な修理や改造、誤接続による故障および損傷。 

（２）火災・地震・風水害・落雷およびその他の天災地変、公害、塩害、ガス害（硫化ガスなど）、 

   異常電圧や指定外の電源使用などによる故障および損傷。 

（３）消耗部材を取り替える場合。 

（４）お買い上げ後の輸送や移動および落下など、不適当なお取り扱により生じた故障および損傷。 

（５）本製品に接続している当社以外の機器に起因する故障・損傷の場合。 

４．保証書は本製品が日本内で使用される場合に限り有効です。 

(This warranty is valid only in Japan.) 

 

使用前の確認について 

 包装を開きましたら、包装内容をご確認ください。なお、万が一異常がありましたら、販売店ま

たは当社営業所までご連絡ください。 

 

１．包装内容 

（１）本装置      １式 

（２）添付品  

 

添 付 品 リ ス ト 

品名 ＦＵ－７５ＡⅢ ＦＵ－１００ＡⅢ 

添 付 品 記  事 数量 記  事 数量 

取扱説明書  １  1 

保証書  １  1 

名刺入れ  1  1 

Ｇ端子 14-8 １ 14-8 1 

入出力端子(100V用) 22-8 ４ 38-8 4 圧着端子 

入出力端子(200V用) 14-8 ６ 22-8 6 
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１．正しくお使いいただくための注意事項 

 １．１ 入力電源についての注意 

(１) 交流入力電源は、装置定格(100Vまたは200V±15%、50または60 Hz±5%)に合わせて使用し

てください。 

(２) 入力電源容量は、ＵＰＳの所要容量(FU-75AⅢ:8.2kVA  FU-100AⅢ:10.7kVA)以上としてく

ださい。 

 

 １．２ 設置時の注意 

  (１) 入力側に漏電ブレーカーを設置する場合は、感動電流にご注意ください。本装置の漏 

     れ電流は約3mAです。 

  (２)・ＣＲＴディスプレイからは2ｍ以上の間隔を開けて設置してください。わずかですが漏 

     れ磁束がありますので磁束による影響を受け易いものは、間隔を開けて使用してくださ 

     い。 

    ・ＵＰＳはファンにより強制空冷を行っ 

     ていますので、吸気・排風の妨げにな 

     らないよう、前方・後方から約20㎝ 

     以上の間隔を開けてください。ただし、 

     バッテリ交換は前方より行いますので 

     前面は約１m以上のメンテナンスス 

     ペースがとれるようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．３ 取り扱い上の注意 

（１）出力回路の短絡は、絶対にしないでください。短絡すると、ブレーカがトリップして出

力が供給できなくなります。 

（２）接続禁止負荷機器 

・レーザープリンタ、普通紙ファックス、コピー機、ＯＨＰ、ドライヤーなど 

上記の負荷機器はヒーター加熱のため大きな電流が流れて過負荷になり、停電時に

バックアップができなくなったり、ＵＰＳを破壊するおそれがあります。 

（３）電源環境について 

長時間停電が頻繁（週１回以上）に発生する環境でご使用になると、バッテリの充電が十分に

行えなかったり、バッテリの劣化が早まるためﾊﾞｯﾃﾘ寿命が著しく短くなることがありま

す。 

（４）６ヵ月以上ＵＰＳを使用しない場合はバッテリの補充電が必要になりますので、６ヵ月

 毎に無負荷運転を２０時間以上行ってください。 

20 cm以上 

△

正面 

20 cm以上 

1 m以上

排気ｽﾍﾟｰｽ 

吸気ｽﾍﾟｰｽ 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽｽﾍﾟｰｽ 

ＵＰＳ 
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（５）絶縁試験について 

屋内配線の絶縁試験を行う場合は、装置を停止して入出力配線を外してから行ってください。

配線したまま行うと内蔵の避雷器など、電子部品を破損するおそれがあります。 

（６）故障時について 

下記のような異常が生じた場合は、購入先に連絡してください。 

① ディスプレイ部の入力（緑）が点灯している状態で正常運転をしたのに、出力（緑）

表示が点灯しない場合。 

② アラーム（赤）、ＣＯＮＴアラーム（赤）表示が点灯した場合。 

③ その他、異常と判断されることが起きた場合。 

詳しくは、8.1.6 インバータ故障時 (21ページ) を参照ください。 

 

２．概 要 

 本装置は、瞬時の電源中断を許さない極めて重要な機器に、良質で安定な交流電力を供給す

るための静止形無停電電源装置です。 

 整流器・充電器・インバータ・バッテリ・商用直送回路（バイパス回路、メンテナンスバイ

パス回路）を組み合わせたシステムで、交流入力電源に異常があってもバッテリからの直流電

力によりインバータ運転を継続します。交流入力電源が回復した場合には、バッテリを充電し

ながらインバータ運転を継続します。交流出力はこの間、瞬断もない完全無停電電力を負荷に

供給します。また、万が一、インバータが故障したり出力が過電流となった場合には、自動的

に無瞬断でバイパス回路に切り換えて商用電力を負荷に給電します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  回 路 系 統 図 

 

フ
ィ
ル
タ 

整流器

～／－

ｲﾝﾊﾞｰﾀ

－／～

制御回路

充
電
器

フ
ィ
ル
タ 

Ｔ

メンテナンスバイパス回路

出力切換ｽｲｯﾁ

バイパス回路

MCCB11 MCCB12

DCｽｲｯﾁ 

72

MCCB61

MCCB62

出力ﾌﾞﾚｰｶ 

外部信号

・ 外部転送信号 

・ W/S用転送信号 

・ ﾘﾓｰﾄON／OFF端子バッテリヒューズ

Ｔ 
ﾕﾆｯﾄ 

ﾌﾞﾚｰｶ 
入力 

ﾌﾞﾚｰｶ 

入力電圧切換 

(200V/100V) 

交流出力交流入力 

接地 

メンテナンスバイパスブレーカ 
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３．外形寸法および各部の名称 

右 側 面

上部を手前に引くと外れます。

←   正面内部

（正面カバーを外した状態）

6 1

5

7

3

4

9

2

8

正 面

カバーは

質量 ： 約３８０ｋｇ（ＦＵ－７５ＡⅢ）

約４００ｋｇ（ＦＵ－１００ＡⅢ）

裏 面

 

 

番号 名  称 表  示 機    能 備  考 

① ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ表示 ― UPS状態･計測表示､時計設定 10ﾍﾟｰｼﾞ参照 

② 始動/停止ｽｲｯﾁ   POWER 電力供給  － 

③ 入力開閉器    入力ﾌﾞﾚｰｶ (MCCB11) 入力 入／切 (常時“入”) － 

④ 出力開閉器  出力ﾌﾞﾚｰｶ (MCCB61) 出力 入／切 (常時“入”) － 

⑤ ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽ開閉器 ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ(MCCB62) 保守点検用(常時“切”)  26ﾍﾟｰｼﾞ参照 

⑥ ﾕﾆｯﾄ開閉器 ﾕﾆｯﾄﾌﾞﾚｰｶ (MCCB12) 同上(常時“入”) － 

⑦ 入出力端子台  ― 入・出力線・アース線の接続 12,13ﾍﾟｰｼﾞ参照

⑧ 外部信号 ― 外部信号接続  14,15ﾍﾟｰｼﾞ参照

⑨ 強制ﾊﾞｲﾊﾟｽｽｲｯﾁ 強制ﾊﾞｲﾊﾟｽｽｲｯﾁ 手動バイパス切換  26ﾍﾟｰｼﾞ参照 

⑩ 各種設定用ｽｲｯﾁ SW1,SW2 ＵＰＳ状態各種設定  17ﾍﾟｰｼﾞ参照 
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４．操作部およびディスプレイ 

 

 

番号 名  称 機      能 

① 始動/停止ｽｲｯﾁ ＵＰＳから電力供給するためのスイッチ。ＯＮで給電 

② 入力表示 入力受電時に緑色ＬＥＤ点灯  

③ 出力表示 ＵＰＳ出力供給時に緑色ＬＥＤ点灯    

④ 警告 入力電圧異常、出力過電流、軽故障時などに橙色ＬＥＤ点灯(注１)     

⑤ アラーム 重故障時に赤色ＬＥＤ点灯(注１)                     

⑥ CONTｱﾗｰﾑ 制御回路（ＣＰＵ）異常時に赤色ＬＥＤ点灯           

⑦ LCD表示 ＵＰＳの状態・計測・保守支援・設定の表示  

⑧     △ ＬＣＤ表示画面の切り換え、設定値のＵＰ                

     ▽ ＬＣＤ表示画面の切り換え、設定値のＤＯＷＮ              

       ＬＣＤ表示画面の切り換え、設定桁選択                       

       ＬＣＤ表示画面の切り換え、設定桁選択 

⑨ モード/ＯＮ ＵＰＳの状態,計測,保守・支援,設定ﾓｰﾄﾞ画面の切り換え      

⑩ セット 設定値の記憶               

⑪ クリア 設定値のクリア        

⑫ ﾌﾞｻﾞｰｽﾄｯﾌﾟ ブザー鳴動時、ブザーを停止するためのスイッチ 

注１． 詳細は保護動作表(22,23ページ)を参照してください 
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５．搬入・据え付けおよび配線 

５．１ 環 境 

(１) 周囲温度は最高40℃です。40℃を越える場合は40℃以下になるように設置場所の通風・

冷却を行ってください。ただし、バッテリを搭載しているため通常の周囲温度は20～25℃

で使用、管理することをお勧めします。 

(２) 高湿度、腐食性ガス、塵埃の多い所では使用しないでください。故障のおそれがありま

す。 

 

 

 

 

 

• 振動、衝撃の少ない平らな所に設置してください。装置転倒などに

より、けがのおそれがあります。 

 

 ５．２ 搬入・据え付け 

(１) 本装置の搬入は、包装状態のまま行ってください。 

(２) 開梱は、装置の据え付け場所までキャスターで移動ができる平らな場所で行ってくださ

い。 

(３) 設置場所、保持位置 

 

 

 

• 転倒、落下のおそれのない、平らな場所に設置してください。けが

のおそれがあります。 

• 装置の上部側面の角を確実に保持してください。 

装置転倒などにより、けがのおそれがあります。 

(４) 開梱後、装置はキャスターで移動してください。 

(５) 据え付け場所が決まりましたら、キャスター部のロック金具で車輪をロックし、必要な

場合はレベルアジャスターにより固定してください。 

 

 
 

 

注 意 

！ 

注 意 

！ 
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 ５．３ 配 線 

(１) 外部への入・出力配線は、装置正面内部の入・出力端子台にて行ってください。 

(２) 接続、接地 

 

 

 

 

• 入・出力端子台への接続は圧着端子を使用し、緩みがないようにし

てください。 

発煙、発火のおそれがあります。 

• アース端子は必ず接地してください。感電のおそれがあります。 

• バッテリ端子Ｐ，Ｎには直流電圧が常時印加されています。 

手を触れたり短絡させないでください。 

感電のおそれがあります。 

 

 5.3.1 入出力端子、標準電線および配線の方法 

   (１) ＵＰＳ本体 外部への配線 

   入出力端子台 

 
 

端 子 種 別 表   示 記  事   （接続電線） 

入力端子 Ｒ，Ｓ 入力電線   ： 下表参照 

出力端子 Ｕ１，Ｖ１，Ｕ２，Ｖ２ 出力電線   ： 下表参照 

アース端子 Ｇ アース電線  ： 下表参照 

増設バッテリコネクタ Ｐ，Ｎ 増設バッテリ盤接続用 

入力電圧切換端子 

 

100V/COM/200V 入出力端子台に取り付いている 

ショートピースにより入力電圧の

選択をする。 

 

   （２） 標準電線 

 

品   名 ＦＵ－７５ＡⅢ ＦＵ－１００ＡⅢ 

電    圧 100V 200V 100V 200V 

入 力 電 線 22㎜2 14㎜2 38㎜2 22㎜2 

出 力 電 線 22㎜2 14㎜2 38㎜2 22㎜2 

アース電線 14㎜2以上 

注 意 

！ 

左記電線径は、６００Ｖ架橋

ポリエチレン(ＣＶ)ケーブル

使用時の場合を示します。 



 -13-

   (３) アース接続 

      アースはＤ種接地とし、Ｇ端子に接続してください。 

     また、増設バッテリ盤がある場合は、アース線をＧ端子へ接続してください。 

   (４)出力端子接続方法 

      ① 単相三線 100V/200Vの場合    ② 単相二線 100Vの場合 

 
 

注１．出力端子接続にあわせて、17ﾍﾟｰｼﾞ(2) SW1,2の設定出力電圧設定(SW1-6)を行ってく

ださい。 

   (５) 増設バッテリコネクタ 

       増設バッテリコネクタは増設用バッテリ盤を接続する場合に使用します。 

 

 

 注意 

・増設バッテリコネクタには、常時直流電圧が印加されていますので、手を

触れたり、短絡させたりしないでください。 

感電、けがのおそれがあります。 

 

   (６) 入力電圧切換端子設定方法 

      ① 100V入力の場合            ② 200V入力の場合     

 
 

 

 

注１．入力電圧切換端子設定にあわせて、17ﾍﾟｰｼﾞ(2) SW1,2の設定入力電圧設定(SW1-5)

を行ってください。 

   (７) 端子カバーの取り付け 

      配線が終わりましたら、端子カバーを元通りに取り付けてください。 

！ 

ショートピースをU1～U2、V1～V2間に

挿入する。 

ショートピースをU2～V1間に

挿入する。 

ショートピースをCOM～200V間に

挿入する。 

ショートピースを100V～COM間に

挿入する。 
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 5.3.2 外部信号 

W/S用転送信号コネクタ

外部転送信号コネクタ

リモートON/OFF端子

 
 

 

 

   (１) 外部転送信号コネクタ 

信 号 名 称 内    容 

交流入力異常 
商用電源が停電または電圧異常になった場合に 

信号を出力します。(ａ接点、ｂ接点) 

バッテリ電圧低下 

バッテリ電圧が所定値(FU-75AⅢ：約91V 

FU-100AⅢ:約102V)以下に低下した場合に信号

を出力します。(ａ接点) 

交 流 出 力 
負荷装置へ交流出力を供給している場合に信号 

を出力します。(ａ接点、ｂ接点) 

バイパス出力 
バイパス回路から商用電源を供給している場合 

に信号を出力します。(ａ接点) 

信 
 

号 
 

出 
 

力 

装 置 異 常 
装置異常が発生した場合に信号を出力します。 

(ａ接点) 

信
号
入
力 

ＵＰＳシャットダウン 

停電時にDC12～15Vを受信することにより、ＵＰ

Ｓの停止が行えます。 

通電時に流れる電流は約15mAです。 

注１.各信号出力は無電圧接点で、接点容量はAC100V/DC24V 0.2Aです。 
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(２) Ｗ／Ｓ用転送信号コネクタ 

 ＵＰＳとﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ(W/S)の通信により電源管理を行う場合に使用します。(注１) 

専用のＲＳ２３２Ｃ通信ケーブル(御指定時に添付)を接続してください。 

Ｗ／Ｓ用通信ボーレート設定(標準設定9600bps)を変更する場合または、Ｗ／Ｓからの指令

を受けて、ＵＰＳのシャットダウンやスケジュール運転を行う場合は、装置正面カバー内部

のスイッチ設定を変更する必要があります。17ﾍﾟｰｼﾞ(2) SW1,2の設定をご覧ください。 

注１．通信による電源管理を行う場合には、電源管理ソフト“San GuardⅡ”(別売)また

は“FU Manager”（別売）が必要です。 

 

(３) リモートＯＮ／ＯＦＦ端子 

信号名称 内     容 

 

 

 

信 

 

号 

 

入 

 

力 

 

 

 

 

 

 

 

リモート 

 ON/OFF 

 

無電圧接点信号を受信することにより遠方始動／停止が行えます。 

押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁなどの接点を接続してください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注２．本端子を使用する場合は、装置上部のＰＯＷＥＲスイッチおよびSW1-1(17ページ参

照)をＯＮにします。 

COM

ON

OFF

ﾘﾓｰﾄ 

ＴＢ 

ﾘﾓｰﾄ ON  :100ms以上のパルス信号 

     (接点閉)で始動 

ﾘﾓｰﾄ OFF :100ms以上のパルス信号 

      (接点閉)で停止 

回路電圧 DC12V 

通電電流 約１3ｍＡ 

ＵＰＳ 

⑮
⑭
⑬
⑫
⑪
⑩
⑨

⑧
⑦
⑥
⑤
④
③
②
① 

２ 
１ 

８(COM)

３ 

11 
15 

４ 

７(COM)

５ 
12 

６ 

13 
９ 

10 

 
交流入力異常 

 

ﾊﾞｯﾃﾘ電圧低下 

 
交流出力 

 

 
バイパス出力 

装置異常 

Dｻﾌﾞ15ﾋﾟﾝ(ﾒｽ) 

UPSｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ 固定ねじM3 
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６ 運転前の準備 

 (１) 運転前に次の確認をしてください。 
項 目 確   認   内   容 

入力電源 入力の仕様にあった電源に接続されていること。また、入力電圧設定端子が入
力の仕様に合っていること。 

装置外観 装置の外観に損傷や変形がないこと。 

装置器具 ① ＰＯＷＥＲ スイッチ 「ＯＦＦ」であること 

 ② 入力ブレ－カ 「切」であること 

 ③ 出力ブレ－カ 「入」であること 

 ④ ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ 「切」であること 

 ⑤ ユニットブレ－カ 「入」であること 

 ⑥ 強制ﾊﾞｲﾊﾟｽｽｲｯﾁ 「インバ－タ」であること 
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 (２) ＳＷ１、２の設定 

装置の使用環境に合わせ、ＵＰＳ状態設定をします。 

No 設定名称 設定内容 

SW1-1 リモート運転  有効/無効

  

ﾘﾓｰﾄON/OFF信号の指令を受けて、運転するかどうかの設定をし

ます。 

   OFF :無効(外部接点からの始動･停止信号は無視します) 

    ON :有効                           標準設定:OFF

SW1-2 Ｗ／Ｓ接続  有効/無効 ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ(W/S)からの指令を受けて、ＵＰＳのｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝや

ｽｹｼﾞｭｰﾙ運転をするかどうかの設定をします。 

   OFF :無効(W/Sなし)      

    ON :有効(W/Sあり)           標準設定:OFF

SW1-3,4 Ｗ／Ｓ用通信ﾎﾞｰﾚｰﾄ設定 Ｗ／Ｓ用通信ﾎﾞｰﾚｰﾄ(標準9600bps)を設定します。(注1)(注2)

SW1-5 

 

 

入力電圧設定 装置の入力電圧に合わせて設定します。         (注2)

   OFF :入力電圧200 V    

    ON :入力電圧100 V 

SW1-6 

 

 

出力電圧設定 装置の出力電圧に合わせて設定します。        (注2)

   OFF :出力電圧単相3線100/200 Vまたは単相2線200 V 

    ON :出力電圧単相2線100 V   

SW2-1 ブザ－鳴動  有効/無効 ブザー鳴動条件を設定します。 

   OFF :有効(すべての警報、故障でﾌﾞｻﾞ-を鳴動する) 

    ON :無効(重故障時および避雷器故障時のみﾌﾞｻﾞｰを鳴動

         する)              標準設定:OFF

SW2-2 復電後再始動  有効/無効 放電終止によるｲﾝﾊﾞｰﾀ運転停止後、交流入力回復時に自動的に

ｲﾝﾊﾞｰﾀ運転を再開するかどうかの設定をします｡ 

   OFF :有効(自動的にｲﾝﾊﾞｰﾀ運転を再開する)   

    ON :無効(ﾘﾓｰﾄ信号または手動で再始動しない限りｲﾝﾊﾞｰﾀ

      出力しない)(注3)       標準設定:OFF

SW2-3 リモートOFF時充電器停止 

            有効／無効 

ﾘﾓｰﾄ信号でｲﾝﾊﾞｰﾀを停止した場合、同時に充電器も停止させる

かどうかの設定をします。              (注4)

   OFF :無効(充電器は運転する)   

    ON :有効(充電器も停止する)      標準設定:OFF

SW2-4 リモートOFF時ﾊﾞｲﾊﾟｽ運転 

            有効／無効 

ﾘﾓｰﾄ信号でｲﾝﾊﾞｰﾀを停止した場合、出力をﾊﾞｲﾊﾟｽに切り換えて

出力を継続するかどうかの設定をします。    

   OFF :無効(出力停止)   

    ON :有効(ﾊﾞｲﾊﾟｽ給電により出力を継続する)(注5)  

                     標準設定:OFF

注１ .Ｗ／Ｓ用通信ボ－レ－ト設定（標準９６００ｂｐｓ） 

    Ｗ／Ｓ用通信ボ－レ－ト設定 

 

ｽｲｯﾁ 

９６００bps 

(標準設定時) 
４８００bps ２４００bps 

ＳＷ１－３ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

ＳＷ１－４ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ 

注２ .装置運転前に必ず設定してください。運転後に設定変更する場合は、一旦装置を完全停止

しないと設定変更されません。 

注３ .手動で再始動する場合には、POWERｽｲｯﾁを一度OFFにし、再度ONとしてください。 

注４ .リモートＯＦＦ時充電器停止機能について 

  この機能は、停電回数が少なくバッテリが常に満充電になった状態でご使用になられて
いる場合に、バッテリの充電過多による劣化を防止する為の機能です。 
したがいまして、停電が頻繁に起こるような使用環境では、スイッチをＯＦＦにしてご

使用ください。 
注５ .バイパス運転中に停電が発生した場合、ＵＰＳの出力は停止しますのでご注意ください。 
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７． 運転操作 

 (１) 運 転 

操 作 手 順 状  態 ＬＣＤ表示 ＬＥＤ表示 

１ 受 電 ― ― 入力(緑)点灯 

２ 入力ブレ－カを「入」 整流器、充電器始動 

ﾊﾞｯﾃﾘ充電開始 

冷却ファン運転 

ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳ 

 

― 

３ POWERスイッチを「ON」 

 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ始動 

約3秒後にｲﾝﾊﾞｰﾀより出力開始 

ﾄﾞｳｷ 

ｲﾝﾊﾞ-ﾀｳﾝﾃﾝ 

出力(緑)点灯 

注１．出力ブレ－カが「切」の場合、入力ブレ－カを「入」にすると警告(橙)が点灯し、ブ

ザ－が鳴動します。出力ブレ－カは常時「入」にしてください。 

注２．ＬＣＤ表示は４分間状態の変化がなければ消えます。ﾓｰﾄﾞ/ONキ－を押すとＵＰＳ状

態表示モ－ドを表示します。 

 

 (２) 停電動作確認テスト 

操 作 手 順 状  態 ＬＣＤ表示 ＬＥＤ表示 

１ 入力分電盤のﾌﾞﾚｰｶを断と

し､元電源を｢OFF｣にする｡ 

ﾊﾞｯﾃﾘによりｲﾝﾊﾞｰﾀ運転、 

出力供給継続、ブザ－鳴動 

ﾃｲﾃﾞﾝ 

ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ 

出力(緑)点灯 

入力(緑)消灯 

警告(橙)点滅 

２ 入力分電盤のﾌﾞﾚｰｶを投入

し、元電源を｢ON｣にする。 

整流器、充電器始動、 

ﾊﾞｯﾃﾘ充電開始、ﾌﾞｻﾞｰ停止 

ﾄﾞｳｷ 

ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ 

出力(緑)点灯 

入力(緑)点灯 

注１．入力分電盤が近くにない場合は、入力ブレ－カのＯＮ／ＯＦＦで行ってください。 

 

 (３) 日常の停止 

操 作 手 順 状  態 ＬＣＤ表示 ＬＥＤ表示 

１ POWERスイッチを「OFF」 

 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ停止、出力断、 

整流器、充電器運転継続 

ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳ 入力(緑)点灯 

出力(緑)消灯 

注１．日常の停止ではＰＯＷＥＲスイッチのみ「ＯＦＦ」とし、その他のブレ－カは操作し

   ないでください。 

 

 (４) 長時間（１週間以上)使用しない場合の停止 

操 作 手 順 状  態 ＬＣＤ表示 ＬＥＤ表示

１ POWERスイッチを「OFF」 ｲﾝﾊﾞｰﾀ停止、出力断 ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳ 出力(緑)消灯

２ 入力ブレーカを「切」 整流器、充電器停止、冷却ファン停止 － － 

３ 入力電源遮断  － 入力(緑)消灯

注１．ＵＰＳを運転したまま入力電源を遮断すると、長時間停電と同じ動作となり、バッテ

リを放電するため、運転再開時にＵＰＳのバックアップ機能を充分発揮できなくなり

ますのでご注意ください。 
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８．動作・保護動作 

 ８．１  基本動作 

    8.1.1  常時 

 常時は商用電源を受電し、整流器で直流電力に変換後、さらにこの直流電力をイン

バータで商用電源と同期した交流電力に逆変換して、安定した電力を負荷に供給しま

す。バッテリは充電器にて常時浮動充電され、商用電源の異常（停電、電圧降下など）

に対して待機しています。 

 

 

 

 

 

 

 

常時の電力供給経路 

 

 

 

                                  ディスプレイの表示状況 

 

    8.1.2  商用電源異常 

 商用電源に異常または停電が生じた場合、充電器は停止しますがバッテリからの直

流電力によりインバ－タが運転を継続し、負荷には瞬時の中断もない電力を供給しま

す。このとき、バッテリ運転ブザ－が鳴動し、「入力」（緑）が消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

商用電源異常時の電力供給経路 

電源 

(商用) 

電源 

(商用) 

 

出
力
切
換 

 
 

ス
イ
ッ
チ 

 

出
力
切
換 

 
 

ス
イ
ッ
チ 

インバータ整流器 

バッテリ 充電器 

インバータ整流器 

バッテリ 充電器 

出力

出力

ﾄﾞｳｷ 

ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ 

4分間表示 

●：点灯

○：消灯
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商用電源異常時のディスプレイの表示状況 

 

    8.1.3  商用電源復帰 

 商用電源が正常に回復しますと整流器および充電器は運転を再開し、自動的に8.1.

1に示した常時の動作状態に戻ります。 

 

    8.1.4  長時間停電 

 停電が長時間続いてバッテリ電圧が放電終止電圧に達しますと、保護回路が動作し

て、インバ－タを停止し、バッテリの過放電を防止します。 

なお、インバ－タ自動停止後、商用電源が正常に回復しますと、自動的に運転を再開

し、8.1.1に示した常時の運転状態に戻ります。 

注１． 17ﾍﾟｰｼﾞ(2)SW1,2の設定において、復電後再始動 有／無(SW2-2)をONに設定し

ている場合は、商用電源が回復しても出力は停止したままとなります。再始

動する場合には、POWERスイッチを一度OFFにし、再度ONとしてください。 

    8.1.5 過負荷時 

 コンピュ－タなどの始動時に大きな電流が流れ、万が一、インバ－タの容量を超え

る過負荷状態になりますと、自動的に出力切換スイッチが働き、無瞬断でインバ－タ

給電からバイパス給電に切り換わります。その後、一定時間を経て自動的に無瞬断で

インバ－タ給電に切り換わり常時の状態に戻ります。（オ－トリタ－ン） 

  

 

 

 

 

 

 

 

過負荷時の電力供給経路 

 

電源 

(商用) 

 

出
力
切
換 

 
 

ス
イ
ッ
チ 

インバータ整流器 

バッテリ 充電器 

出力

・入力過電圧時 
ﾆｭｳﾘｮｸHV 
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ 
4分間表示 

 上記継続時は 
・停電時 

ﾃｲﾃﾞﾝ 
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ 

・入力過電圧時 
ﾆｭｳﾘｮｸHV 
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ 

・停電時 
ﾃｲﾃﾞﾝ 
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ 

● ：点灯

○ ：消灯

：点滅
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過負荷時のディスプレイの表示状況 

 

 

    8.1.6  インバ－タ故障時 

 万が一、インバ－タに故障が発生した場合は、自動的に出力切換スイッチが働き、

無瞬断でインバ－タ給電からバイパス給電に切り換わります。｢アラ－ム｣（赤）表示

が点灯し、ブザ－が鳴動します。電力供給経路は過負荷時と同じです。 

 

 

インバ－タ故障時のディスプレイの表示状況 

 

 

注１. 故障時の取り扱い 

• ブザ－はﾌﾞｻﾞｰｽﾄｯﾌﾟキーを押すと停止します。また、ＬＣＤは４分後に自動的

に表示が消えますが、ﾓｰﾄﾞ/ONｷｰを押すと再表示します。 

• インバ－タ故障によるバイパス給電中に、停電が発生すると出力が停止します。

お早めに購入先に連絡してください。 

• ＣＯＮＴアラーム点灯時は、“ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電からバイパス給電への切り換え” 

(27ﾍﾟｰｼﾞ参照)の手順に従ってバイパス給電にした後、ＣＰＵﾘｾｯﾄボタン(26ﾍﾟｰ

ｼﾞ参照)を押すと復帰する場合があります。復帰後は、“バイパス給電からｲﾝﾊﾞｰ

ﾀ給電への戻し方”(27ﾍﾟｰｼﾞ参照)の手順に従ってｲﾝﾊﾞｰﾀ給電に戻してください。 

 

●：点灯

○：消灯

●：点灯

○：消灯

ｶﾃﾞﾝﾘｭｳ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

ｶﾌｶ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

******** 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

********には 
故障要因名が 
標示されます。 
 
ＬＣＤ表示は 
継続します。 



 

-
2
2
-

保護動作 

装置保護のため、下表の保護動作・機能があります。 ○印：表示点灯、ブザ－鳴動、転送信号送出を示します。 ●印：表示点滅 

ＬＣＤ表 示 ＬＥＤ表示 警報 転送信号：接点信号出力   

ＵＰＳ状態表示モード 入力 出力 警告 ｱﾗｰﾑ CONT ブザー 交流入力 バッテリ 交流出力 バイパス 装置異常 保 護 動 作 備    考 

項  目 表 示(注1)     ｱﾗｰﾑ (注 2) 異常 電圧低下  出力    

00 準  備 ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳ ○ － － － － － － － － － － － 受電，入力ブレーカ「入」 

ﾊﾝﾄﾞｳﾀｲｵﾝﾄﾞｲｼﾞｮｳ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 
ｼﾞｭｳﾃﾞﾝｷｲｼﾞｮｳ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 
ｾｲﾘｭｳｷｲｼﾞｮｳ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 
ﾊﾞｯﾃﾘｲｼﾞｮｳ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 
ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝｱﾂｲｼﾞｮｳ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 
ﾕﾆｯﾄｲｼﾞｮｳ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

01 重 故 障 
 

ﾊﾞｯﾃﾘﾎｳﾃﾞﾝｼｭｳｼ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

 
 
 
 
 
 
 

○ 

 
 
 
 
 
 
 

○
  

 

 

 

 

 

 

－

 
 
 
 
 
 
 

○ 

 
 
 
 
 
 
 

－

 
 
 
 
 
 
 

○(１)

 
 
 
 
 
 
 

－ 
 

 
 
 
 
 
 
 

－ 
 

 
 
 
 
 
 
 

○ 
 

 
 
 
 
 
 
 

○ 
 

 
 
 
 
 
 
 

○ 
 

 
 
 
 
 
 
整流器、充電器およ
びインバータ停止 
 
バイパス給電 
 

注３ 
 
半導体温度異常は、ﾌｨﾝ温度
計測値９５℃で検出します。 

ｼｭﾂﾘｮｸ MCCB OFF 
ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ 

○ 
 

－
 

○
 

－ 
 

－
 

○(１)
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

－ 
 

出力断 

ｷｭｳｷｵﾝﾄﾞｼﾞｮｳｼｮｳ 
ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ 

○ 
 

○
 

○
 

－ 
 

－
 

○(１)
 

－ 
 

－ 
 

○ 
 

－ 
 

－ 
 

インバータ給電継続
 

吸気温度上昇は、周囲温度計
測値４０℃で検出します。 

02 軽 故 障 
 

ﾋﾗｲｷｺｳｶﾝ 
ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ 

○ ○ ○ － － ○(１) － － ○ － ○ インバータ給電継続  

03 過 電 流 ｶﾃﾞﾝﾘｭｳ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

○ ○ ○ － － ○(４)
 

－ － ○ ○ － バイパス給電 インバータ給電に自動戻り 

ｶﾌｶ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

○ ○ ○ － － ○ (３)
 

－ － ○ ○ － バイパス給電 インバータ給電に自動戻り 04 過 負 荷 

ｶﾌｶ 
ｼｭﾂﾘｮｸﾃｲｼ 

○ － － ○ － ○(１)
 

－ － － － ○ 出力停止 非同期運転時 

05 強  制 
バイパス 

ｷｮｳｾｲ 
ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

○ ○ ● － － － － － ○ ○ － － バイパス給電に手動切り換
え 

06 同  期 ﾄﾞｳｷ 
ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ 

○ ○ － － － － － － ○ － － － 正常運転状態 

07 非 同 期 ﾋﾄﾞｳｷ 
ｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ 

○ ○ － － － － － － ○ － － － バイパスへの自動切り換え
は約１０ ｍｓの瞬断 



 

 

-
2
3
-

 

ＬＣＤ表 示 ＬＥＤ表示 警報 転送信号：接点信号出力   

ＵＰＳ状態表示モード 入力 出力 警告 ｱﾗｰﾑ CONT ブザー 交流入力 バッテリ 交流出力 バイパス 装置異常 保 護 動 作 備    考 

項  目 表 示(注1)     ｱﾗｰﾑ (注２) 異常 電圧低下  出力    

08 入力過電圧 ﾆｭｳﾘｮｸHV 
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ 

○ ○ ● － － ○(２) ○ － ○ － － 充電器停止 
インバータ給電継続

バッテリ放電 

09 入力過電圧 
（長時間） 

ﾆｭｳﾘｮｸHV 
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ 

○ ○ ● － － ○(３) ○ ○ ○ － － 充電器停止 
インバータ給電継続

バッテリ放電 
バッテリ放電終止で出力断 

10 停  電 ﾃｲﾃﾞﾝ 
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ 

 ○ ● － － ○(２) ○ － ○ － － 充電器停止 
インバータ給電継続

バッテリ放電 

11 停  電 
（長時間） 

ﾃｲﾃﾞﾝ 
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ 

 ○ ● － － ○(３) ○ ○ ○ － － 充電器停止 
インバータ給電継続

バッテリ放電 
バッテリ放電終止で出力断 

10 ﾆｭｳﾘｮｸﾌﾞﾚｰｶ
(MCCB11) 
ﾄﾘｯﾌﾟ 

ﾆｭｳﾘｭｸMCCBﾄﾘｯﾌﾟ 
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ 

○ ○ － ○ － ○(２) ○ － ○ － － 充電器停止 
インバータ給電継続

バッテリ放電 

11 ﾆｭｳﾘｮｸﾌﾞﾚｰｶ
(MCCB11) 
ﾄﾘｯﾌﾟ 

(長時間) 

ﾆｭｳﾘｭｸMCCBﾄﾘｯﾌﾟ
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ 

○ ○ － ○ － ○(３) ○ ○ ○ － － 充電器停止 
インバータ給電継続

バッテリ放電 
バッテリ放電終止で出力断 

12 ﾕﾆｯﾄﾌﾞﾚｰｶ 
(MCCB12)断 

ﾕﾆｯﾄMCCB OFF 
ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ 

○ ○ ● － － ○(２) ○ － ○ － － 充電器停止 
インバータ給電継続

バッテリ放電 

13 ﾕﾆｯﾄﾌﾞﾚｰｶ 
(MCCB12)断

ﾕﾆｯﾄMCCB OFF 
ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ

○ ○ ● － － ○(３) ○ ○ ○ － － 充電器停止 
インバータ給電継続

バッテリ放電 
バッテリ放電終止でﾊﾞｲﾊﾟｽ

14 ＣＰＵ異常  ○  ○        空欄は動作不定 

注１．ＬＣＤ表示は、４分間キー操作がないと消えます。ただし、重故障・軽故障時はﾌﾞｻﾞｰｽﾄｯﾌﾟキーを押して４分経過するとＬＣＤ表示は消えます。 

注２．警報ブザー鳴動：ブザ－は「ﾌﾞｻﾞｰｽﾄｯﾌﾟ」キ－を押すと停止します。故障時はお早めに購入先へ連絡ください。 

     ﾌﾞｻﾞｰ鳴動条件の設定(SW2-1)をONに設定している場合、重故障および避雷器故障(軽故障)以外の要因ではﾌﾞｻﾞｰ鳴動しません。 

 

（1） 

 

（2） 

 

（3） 

 

（4） 

 

注３．重故障発生時、再起動をかける場合は、“ｲﾝﾊﾞｰﾀ給電からバイパス給電への切り換え”(27ﾍﾟｰｼﾞ参照)の手順に従ってユニットブレーカ(MCCB12)

を“切”とした後、“バイパス給電からｲﾝﾊﾞｰﾀ給電への戻し方”(27ﾍﾟｰｼﾞ参照)の手順に従ってｲﾝﾊﾞｰﾀ給電に戻してください。 

 

ピ 連続 

ピ ピ ピ ピ ピ  

ピピ
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９． 保守・点検 

   本装置は静止形ですので、日常の手入れは必要ありませんが、経年的に交換を必要とする部

品もありますので下記の要領により行ってください。 

 ９．１  日常の点検 

 表示灯の点灯状況に異常がないことを確認していただくだけで、特に点検、手入れの必要

はありません。 

 ９．２  定期点検 

    ６ヵ月に１回程度、次の事項を実施してください。 

 

 

 

 

けがのおそれ 

故障のおそれ 

• 専門業者以外は、内部の保守・点検をしないでください。感電、

けが、やけど、発煙、発火などのおそれがあります。 

• 点検は、装置を完全に停止させ入力電源を断としてから行ってく

ださい。感電のおそれがあります。 

• バッテリが接続されており、電気部品は充電されていますので絶

対に手を触れないでください。感電のおそれがあります。 

(1) 各回路部品で変色・腐食しているものはないか、特に腐食性ガスや湿気の多い場所に設置

されている場合はご注意ください。 

(2) ゴミなどが内部の部品に付きますと故障の原因となりますので、カバーを開け、吸気口や

ファンに付いたゴミ、ホコリを除去してください。 

(3) ＬＣＤ部の操作により、必要に応じて、ＵＰＳ状態表示・計測表示・保守支援の各モード

の確認を行ってください。ＬＣＤ部の機能については、11.特殊機能をご覧ください。 

 

 ９．３ 定期交換部品 

(１)バッテリ         １回／１２年（周囲温度25℃） 

バッテリの保守点検は、9.4項をご覧ください。 

注 意 

！ 
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 ９．４ バッテリの保守・点検 

 

 

 

 

けがのおそれ 

故障のおそれ 

• 専門業者以外は、内部の保守・点検をしないでください。感電、け

が、やけど、発煙、発火などのおそれがあります。 

• バッテリは定期的に交換してください。交換時期を過ぎたバッテリ

は、火災の原因になることがあります。 

 

 9.4.1 バッテリバックアップの確認 

 ＬＣＤ部の操作（保守支援モード／バッテリチェック）により、定期的（３ヵ月に１回

程度）にバッテリバックアップ時間を確認してください。 

 ＬＣＤ部の機能については、11.特殊機能をご覧ください。 

 

 9.4.2  バッテリの交換 

(１)バッテリは、周囲温度、放電回数など使用条件によって寿命が短縮されます。特に温度に

  よる影響は大きく、周囲温度によって下表のように短縮されます。 

（周囲温度とバッテリ寿命の目安は下表を参照してください。）寿命を過ぎて使用しますと、液

漏れが発生し最悪の場合は焼損のおそれがありますので、予防保全のためお早めに交換を

お願いします。 

使用温度環境 期待寿命 バッテリ交換時期 

２５℃ １３年 １２年 

３０℃ ９年 ８年 

３５℃ ６．５年 ５．５年 

４０℃ ４．８年 ４年 

注１．増設バッテリ盤がある場合は、ＵＰＳ本体との温度差が５℃以内の場所にバッテリ

盤を設置してください。 

 

(２)バッテリの余命時間は、ＬＣＤ部の操作（保守支援モード／バッテリ余命）により確認し

  てください。ＬＣＤ部の機能については、11.特殊機能をご覧ください。 

 

 

 

 

• バッテリは本装置専用品です。指定のバッテリ以外を使用しないで

ください。また、メーカ名・新旧異なるものを混ぜて使用しないで

ください。バッテリの寿命低下、漏液、発熱の原因になることがあ

ります。 

 

 9.4.3  バッテリの廃棄 

 

 

 

• バッテリは有害物質の鉛を含んでいますので、交換後の不要となっ

たバッテリの処理は産業廃棄物処理業者に委託するか、購入した

バッテリの箱を利用して購入先へ返送してください。 

 

 

注 意 

！

注 意 

！ 

注 意 

！ 
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１０．手入れおよび非常時の操作 

 １０．１ バッテリの交換 

手動操作でインバータ給電から無瞬断でバイパス給電に切り換え、バッテリ交換などの

メンテナンスができます。 

バイパスブレーカ
メンテナンス

バイパススイッチ
強制

(21ページ参照)

リセットボタン
CPU

 

 

 

 

 

 

• 専門業者以外は「強制バイパススイッチ」の操作およびバッテリの

交換はしないでください。 

感電、けがなどのおそれがあります。 

• バッテリユニットの質量は約55kgです。落下によるけがなどのおそ

れがあります。 

• バッテリ端子には高電圧(FU-75AⅢ：最大約96V:約12V×8個        

FU-100AⅢ：最大約108V:約12V×9個)が発生しています。絶縁された

手袋をするなどの対処をして感電・短絡を防止してください。 

 

 

 

注 意 

！ 
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(１) インバータ給電からバイパス給電への切り換え 

 下記の手順でバイパス切り換えした後にメンテナンス(バッテリ交換など)を行います。 

 

操 作 手 順 状  態 表   示 

１ 
強制バイパススイッチを 

「バイパス」にする 

インバータ→バイパス給電に 

切り換え       (注１)

LED：入力、出力点灯、

    警告点滅 

LCD：ｷｮｳｾｲﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ

２ 
ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽﾌﾞﾚｰｶ    

(MCCB62)を「入」にする 
ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲﾊﾟｽ回路より電力給電

LED：入力、出力点灯、

    警告点滅 

LCD：ｷｮｳｾｲﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ

３ 
ＰＯＷＥＲスイッチを 

「ＯＦＦ」にする 
インバータ停止 

LED：入力、出力点灯、

    警告点滅 

LCD：ｷｮｳｾｲﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ

４ 
ユニットブレーカ(MCCB12) 

を「切」にする  (注２) 
整流器、充電器停止 

LED：入力、出力点灯 

LCD： 

ｼﾞｭﾃﾞﾝﾁｭｳﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

   注１．商用同期運転していない場合は切り換えができません。 

注２．誤って、入力ブレーカ(MCCB11)または出力ブレーカ(MCCB61)を「切」にすると、出

力断となりますのでご注意ください。 

 

(２) バイパス給電からインバータ給電への戻し方 

操 作 手 順 状  態 表   示 

１ 
ユニットブレーカ 

(MCCB12)を「入」にする 
整流器、充電器始動 

LED：入力、出力点灯、 

    警告点滅 

LCD：ｷｮｳｾｲﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

２ 
ＰＯＷＥＲスイッチ 

を「ＯＮ」にする 
インバータ スタンバイ中 

LED：入力、出力点灯、 

    警告点滅 

LCD：ｷｮｳｾｲﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

３ 
約10秒経過後ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞｲ

ﾊ ﾟ ｽ ﾌ ﾞ ﾚ ｰ ｶ ( M C CB62)を

「切」にする 

バイパス回路より電力給電 
LED：入力、出力点灯、 

    警告点滅 

LCD：ｷｮｳｾｲﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

４ 
強制バイパススイッチを 

「インバータ」にする 

バイパス→インバータ給電に 

切り換え       (注１)

LED：入力、出力点灯 

LCD：ﾄﾞｳｷｲﾝﾊﾞｰﾀｳﾝﾃﾝ 

注１．商用同期運転していない場合は切り換えができません。 

 

通常、強制バイパススイッチは｢インバータ｣側にしておいてください 
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１１．特殊機能 

 １１．１ 周波数自動判別機能 

 本装置は、地域別の50Hz,60Hzを自動的に判別します。ただし、入力電圧が正常範囲

でないと判別できません。 

 

 １１．２  ＬＣＤ部の操作・機能 

 11.2.1 操作・表示部 

 

 

 

 

 

番号 名  称 機      能 

① ＬＣＤ表示 ＵＰＳの状態、計測、保守支援、設定の表示 

② ﾓｰﾄﾞ/ONキー ＵＰＳの状態，計測，保守支援，設定各ﾓｰﾄﾞ画面の切り換えおよびＬＣＤ

消灯時のＯＮ 

③ ｾｯﾄキー 設定値の記憶 

④ ｸﾘｱキー 設定値のクリア 

⑤ ﾌﾞｻﾞｰｽﾄｯﾌﾟキー ブザー鳴動時、ブザーを停止させるためのスイッチ 

⑥ △キー ＬＣＤ表示画面の切り換え、設定値のＵＰ 

  ▽キー ＬＣＤ表示画面の切り換え、設定値のＤＯＷＮ 

   キー ＬＣＤ表示画面の切り換え、設定桁選択 

   キー ＬＣＤ表示画面の切り換え、設定桁選択 
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11.2.2 操作・機能 

   (１) モードの種類 

機  能 画面 ﾓ ｰ ﾄﾞ 内  容 

ＵＰＳ状態表示機能 00 UPSｼﾞｮｳﾀｲﾋｮｳｼﾞ 

          ﾓｰﾄﾞ 

UPSの運転状態を表示する 

計測表示機能 01 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 

          ﾓｰﾄﾞ 

UPSの各部を計測し表示する 

 

保守支援機能 02 UPS ﾎｼｭｼｴﾝ 

          ﾓｰﾄﾞ 

各種履歴の表示、ﾊﾞｯﾃﾘのﾁｪｯｸ、ﾊﾞｯﾃﾘ

余命時間を表示する。 

各種設定機能 03 UPS ｾｯﾃｲ 

          ﾓｰﾄﾞ 

曜日・日時の設定を実施する。 

 

操作・表示 

① 受電、入力ブレーカ「入」で、UPSｼﾞｮｳﾀｲﾋｮｳｼﾞﾓｰﾄﾞ:ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳが表示されます。 

② ﾓｰﾄﾞ/ONキーで画面を切り換えます。 

画面    00 → 01 → 02 → 03    の順に切り換わります。 

③ ｾｯﾄキーでモードを決定します。 

④ ＬＣＤ表示内容に↑、↓、←、→などの矢印がある場合、その方向の△、▽、 、 、キー

が有効です。 

 

矢 印 操作キー

↑ 

←    → 

↓ 

△ 

 

▽ 
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 (２) ＵＰＳ状態表示機能 

画面 モード 表 示 内 容 

ｼﾞｭﾃﾞﾝﾁｭｳ 

 

ｼﾞｭﾃﾞﾝﾁｭｳ 

ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ 

ｽﾀﾝﾊﾞｲ ﾁｭｳ  (****) 

         注１

 (０２)     注２

ｽﾀﾝﾊﾞｲ ﾁｭｳ  (****)注１

ｽﾀﾝﾊﾞｲ ﾁｭｳ  (****) 

ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ    注１

 (０１)     注２

 ********     注３

 (０２)     注２

 ********     注４

ｶﾃﾞﾝﾘｭｳ 

ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ 

ｶﾌｶ 

ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ 

ｶﾌｶ 

ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｲｼ！！ 

ｷｮｳｾｲ 

ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ 

ﾄﾞｳｷ 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ ｳﾝﾃﾝ 

ﾋﾄﾞｳｷ 

ｲﾝﾊﾞｰﾀ ｳﾝﾃﾝ 

ﾆｭｳﾘｮｸ HV！ 

ﾊﾞｯﾃﾘ ｳﾝﾃﾝ！ 

ﾆｭｳﾘｮｸ HV！ 

ﾊﾞｯﾃﾘ ﾃｲｶ！！ 

ﾃｲﾃﾞﾝ！ 

ﾊﾞｯﾃﾘ ｳﾝﾃﾝ！ 

ﾃｲﾃﾞﾝ！ 

ﾊﾞｯﾃﾘ ﾃｲｶ！！ 

ﾆｭｳﾘｮｸMCCB ﾄﾘｯﾌﾟ 

ﾊﾞｯﾃﾘ ｳﾝﾃﾝ！ 

ﾆｭｳﾘｮｸMCCB ﾄﾘｯﾌﾟ 

ﾊﾞｯﾃﾘ ﾃｲｶ！！ 

ﾕﾆｯﾄMCCB OFF 

ﾊﾞｯﾃﾘ ｳﾝﾃﾝ！ 

ﾕﾆｯﾄMCCB OFF 

ﾊﾞｯﾃﾘ ﾃｲｶ！！ 

00 

 

UPSｼﾞｮｳﾀｲﾋｮｳｼﾞ 

      ﾓｰﾄﾞ 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝﾁｭｳ 

UPSﾃｲｼﾏﾃﾞ ****ﾌﾝ 注５
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  注１.外部接点信号またはＷ／Ｓによるリモート運転中の場合は( )内 **** に ｴﾝﾎﾟｳ を表示

     します。 

         上記以外は( )内 **** に ﾃﾓﾄ を表示します。 

注２．(０１)、(０２)の表示内容は、22ページ8.2保護動作 表示 の内容を参照してください。 

       (０１)：項目０１  重故障 

       (０２)：項目０２  軽故障 の内容を表示します。 

 

  注３．******** にはＵＰＳの状態を表示します。 

       ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ または ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃｲｼ 

  注４．******** にはＵＰＳの状態を表示します。 

       ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ または ｲﾝﾊﾞｰﾀ ｳﾝﾃﾝ 

  注５．**** にはＵＰＳ停止までの時間が表示されます。 

 

 

 

 

操作・表示 

① UPS ｼﾞｮｳﾀｲ ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞ表示時、ｾｯﾄキーを押すと現在のＵＰＳ運転状態を示す内容が表示

されます。 

② ＬＣＤ表示は４分間キー操作をしないと消えます。ただし、:(０１) ﾊﾞｲﾊﾟｽ ｳﾝﾃﾝ時、 

(０２) ｲﾝﾊﾞｰﾀ ｳﾝﾃﾝ時はブザーが鳴動し、表示が継続されます。ここでﾌﾞｻﾞｰｽﾄｯﾌﾟキーを押すと

ブザーが停止し、４分間でＬＣＤ表示が消えます。また、ＵＰＳの状態に変化があった場

合は、該当表示内容が表示されます。 

③ ﾓｰﾄﾞ/ONキーで画面00:UPS ｼﾞｮｳﾀｲ ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞに戻します。 
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  (３) 計測表示機能 

画面 モード ｺｰﾄﾞ 表示内容 ｺｰﾄﾞ 表示内容 
01 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 

            ﾓｰﾄﾞ 
0 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ    

ﾆｭｳﾘｮｸ        ↓
00 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 注２ 

Vin    XXX V  → 
    01

 
UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 注２ 
Iin   XX.X A 

    02 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
ﾃﾞﾝﾘｮｸ X.XkW 

    03 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
ｼｭｳﾊｽｳXX.XHz  ← 

  1 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
ｼｭﾂﾘｮｸ 

04 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 注３ 
Vout   XXX V  → 

    05 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 注３ 
Iu1   XX.X A 

 
 

   06
 

UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 注３ 
Iv2   XX.X A 

  07 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
ﾌｶﾘﾂ XXX.X％  ← 

  
 

2 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
ｼﾞｭｳﾃﾞﾝｷ 

08 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
Vchg   XXX V  → 

    09 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
Ichg  X.XX A  ← 

  3 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
ﾊﾞｯﾃﾘ 

10 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
Vbat   XXX V  → 

    11 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
Ibat  XX.X A  ← 

  4 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
ｵﾝﾄﾞ 

12 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
ｼｭｳｲ  XXX ℃  → 

13
 

UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
ﾌｨﾝ   XXX ℃ 

    

14 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
ﾊﾞｯﾃﾘ XXX ℃  ← 

  5 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
ｾｲﾘｭｳｷ        ↑

15 UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 
Vrec   XXX V 

注1. ｺｰﾄﾞ02:ﾃﾞﾝﾘｮｸは入力電力、ｺｰﾄﾞ03:ｼｭｳﾊｽｳは入力周波数、ｺｰﾄﾞ11:Ibatはバッテリ放電電

流を表示します。 

注2. 17ﾍﾟｰｼﾞ(2) SW1,2の設定において、入力電圧設定(SW1-5)をONに設定した場合、入力100

Vにおける表示をします。OFFに設定した場合、入力200Vにおける表示をします。 

注3. 17ﾍﾟｰｼﾞ(2) SW1,2の設定において、出力電圧設定(SW1-6)をONに設定した場合、出力単相

2線100Vにおける表示をします。OFFに設定した場合、出力単相3線 200/100Vにおける表

示をします。 

 

 

出力計測表示例 

単相２線の場合                  

               →25A  負荷側       

 

 

 

 

 
単相3線の場合 

→15A    負荷側    

 

 

 

 

←5A         

UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 

Vout   100V 

Iu1   25.0A 

Iv2   25.0A 

UPSｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ 

Vout   200V 

Iu1   15.0A 

Iv2    5.0A 

U1 

V1 

U2 

V2 

U1 

V1 

U2 

V2 

200V 

UPS 

100V 

UPS U1 

V1 

U2 

V2 

U1 

V1 

U2 

V2 
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操作・表示 

① 画面01：UPS ｹｲｿｸ ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞ表示時、ｾｯﾄキーを押すとｺｰﾄﾞ0：UPS ｹｲｿｸﾋｮｳｼﾞ ﾆｭｳﾘｮｸが表

示されます。 

② ▽または△キーで表示を切り換えます。 

▽キーでｺｰﾄﾞ0→1→2→3→4→5の順に選択します。 

△キーでｺｰﾄﾞ5→4→3→2→1→0の順に選択します。 

③ ｾｯﾄキーでｺｰﾄﾞ0～5の表示内容を決定します。ｺｰﾄﾞ00～15へセット内容が切り換わります。 

④ ｺｰﾄﾞ00～15の表示状態のとき、計測内容の選択は または  キーで行います。 

   キーで前の表示内容を選択します。   キーで次の表示内容を選択します。 

⑤ ｺｰﾄﾞ00～15の表示状態の時、ﾓｰﾄﾞ/ONキーでｺｰﾄﾞ0：UPS ｹｲｿｸ ﾋｮｳｼﾞ ﾆｭｳﾘｮｸに戻ります。さ

らに、ﾓｰﾄﾞ/ONキーで画面01：UPSｹｲｿｸ ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞ、画面02：UPSﾎｼｭ ｼｴﾝﾓｰﾄﾞの順に戻りま

す。 

 

画面01の表示内容の分岐 
       入力：０ ←→ 00 ←→ 01 ←→ 02 ←→ 03 
       ↑↓    （電圧） （電流） （電力）  （周波数） 
       出力：１ ←→  04  ←→  05  ←→  06  ←→  07 
         ↑↓    （電圧） （電流１）（電流２）（負荷率） 
      充電器：２ ←→  08  ←→  09 
         ↑↓    （電圧） (充電電流） 
     バッテリ：３ ←→  10  ←→  11 
         ↑↓    （電圧） （放電電流） 
       温度：４ ←→  12  ←→  13   ←→   14 
         ↑↓     （周囲） （冷却ﾌｨﾝ）  (ﾊﾞｯﾃﾘ周囲) 
      整流器：５ ←→  15 
              （電圧）  
 
(４)  保守支援機能 

画面 モード ｺｰﾄﾞ 表示内容 内   容 

02 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ     

           ﾓｰﾄﾞ 

0 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ    

ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ     ↓

ｱﾗｰﾑの内容と日時を記憶(最大４個)する。古

い順に破棄する。 

  1 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ﾃｲﾃﾞﾝ ﾘﾚｷ 

入力電圧異常の発生日時と復帰日時を記憶

(最大4個)する。古い順に破棄する。 

  2 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ｿｳｻ ﾘﾚｷ 

ＵＰＳ始動・停止の最新日時を記憶(各１個)

する。 

  3 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ﾃｲﾃﾞﾝ ｶｲｽｳ 

停電回数をｶｳﾝﾄ(最大999回)する。 

  4 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ｾｷｻﾝ ｼﾞｶﾝ 

UPS(ｲﾝﾊﾞｰﾀ)運転の時間(最大99999時間)ﾊﾞｯ

ﾃﾘ運転の時間(最大999分)を表示する。 

  5 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ﾊﾞｯﾃﾘ ﾁｪｯｸ 

実負荷時のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時間をﾁｪｯｸし、ﾊﾞｯﾃﾘの

良否を判定する。良否の判定は5分とする｡ 

  6 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ﾊﾞｯﾃﾘ ﾖﾒｲ    ↑

ﾊﾞｯﾃﾘの余命時間を温度条件より計算し、表

示する。 

 

操作・表示 

① 画面02：UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾓｰﾄﾞ表示時、ｾｯﾄキーを押すと、ｺｰﾄﾞ0:UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷが表示さ

れます。 

② △ または ▽ キーで表示を切り換えます。 

▽ キーでｺｰﾄﾞ0→1→2→3→4→5→6の順に選択します。 

△ キーでｺｰﾄﾞ6→5→4→3→2→1→0の順に選択します。 

③ ｾｯﾄキーでｺｰﾄﾞ0～6の表示内容を決定します。 

④ ｺｰﾄﾞ0～6の表示状態の時、ﾓｰﾄﾞ/ONキーで画面02:UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾓｰﾄﾞに戻ります。さらに、ﾓｰ

ﾄﾞ/ONキーで画面03:UPSｾｯﾃｲ ﾓｰﾄﾞに戻ります。 
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Ⅰ．アラーム履歴 

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 

0 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ      ↓ 

00 注１          L1 

注２     ↓ 

  01 注１     L2 

注２ 

  02 注１     L3 

注２ 

  03 注１          L4 

注２          ↑ 

  A0 ｸﾘｱｼﾃ ｲｲﾃﾞｽｶ? 

       YES NO 

 

   注１．上段に下記のいずれかが表示されます。 

     ① REC_ERR：------ → 整流器の故障（重故障）を示します。 

② INV_HV ：------ → インバータ出力電圧上昇の異常(重故障）を示します。 

③ INV_LV1：------ → インバータ出力電圧低下の異常(重故障）を示します。 

                 (同期時のみ有効) 

     ④ INV_LV2：------ → インバータ出力電圧低下の異常(重故障）を示します。 

     ⑤  CHG_ERR：XXX V →  充電器の異常(重故障)を示します。 

     ⑥ FIN_HT ：XXX ℃ → 冷却ﾌｨﾝの異常温度上昇（重故障）を示します。 

     ⑦  UNITERR：------ → 上記以外のｲﾝﾊﾞｰﾀﾕﾆｯﾄ内の異常（重故障）を示します。 

        ⑧ BT_ERR ：XXX V → ﾊﾞｯﾃﾘの異常(重故障)を示します。 

     ⑨ BT_END ：XXX V → ﾊﾞｯﾃﾘ放電終止を示します。 

     ⑩ OC_ERR ：------ → 過負荷による出力停止(重故障)を示します。 

     ⑪ CB11TRP：------ →  入力ﾌﾞﾚｰｶ(MCCB11)トリップ（軽故障）を示します。 

     ⑫ CB12OFF：------ → ﾕﾆｯﾄﾌﾞﾚｰｶ(MCCB12)OFF(軽故障）を示します。 

     ⑬ CB61OFF：------ → 出力ﾌﾞﾚｰｶ(MCCB61)OFF(軽故障）を示します。 

     ⑭ ART_ERR：------ → 避雷器の故障(軽故障）を示します。 

     ⑮ AIR_HT ：XXX ℃ → 装置吸気温度の上昇(軽故障）を示します。 

 

   注２．下段に日時を表示します。 

      （例）'97  04.01  20：35     '00  04．01  20：35 

        （年 月 日 時：分）   （西暦2000年の場合） 

操作・表示 

① ｺｰﾄﾞ0：UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ表示時、ｾｯﾄキーを押すと、ｺｰﾄﾞ00の表示内容が表示されます。 

② △ または ▽ キーで表示を切り換えます。 

▽ キーでｺｰﾄﾞ00→01→02→03の順に選択します。 

△ キーでｺｰﾄﾞ03→02→01→00の順に選択します。 

③ アラーム履歴をクリアする場合はｸﾘｱキーを押します。ｺｰﾄﾞA0の表示内容が表示されます。

  または   キーでYES/NOを選択します。  キーを押してYESを選択し、さらに、ｾｯﾄキー

を押すとアラーム履歴の内容は全てクリアされます。ﾓｰﾄﾞ/ONキーでｺｰﾄﾞ00、ｺｰﾄﾞ0に戻り

ます。 

④ ｺｰﾄﾞ00～03の表示状態からは、ﾓｰﾄﾞ/ONキーでｺｰﾄﾞ0、画面02:UPSﾎｼｭｼｴﾝﾓｰﾄﾞに戻ります。 



 

-   - 35

Ⅱ．停電履歴 

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 

1 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ﾃｲﾃﾞﾝ ﾘﾚｷ 

04 ﾃｲﾃﾞﾝ ｼﾞｶﾝ L1   → 

注1       ↓ 

  05 ﾃｲﾃﾞﾝ ｼﾞｶﾝ L2   → 

注１ 

  06 ﾃｲﾃﾞﾝ ｼﾞｶﾝ L3   → 

注１ 

  07 ﾃｲﾃﾞﾝ ｼﾞｶﾝ L4   → 

注１ 

  08 ﾌｯｷ ｼﾞｶﾝ L1     ← 

注１ 

  09 ﾌｯｷ ｼﾞｶﾝ L2     ← 

注１ 

  0A ﾌｯｷ ｼﾞｶﾝ L3     ← 

注１ 

  0B ﾌｯｷ ｼﾞｶﾝ L4     ← 

注１ 

  A1 ｸﾘｱｼﾃ ｲｲﾃﾞｽｶ? 

   YES NO 

   注１．下段に日時が表示されます。 

   注２．日時の表示および 操作・表示 はⅠ．アラーム履歴と同様です。 

 

Ⅲ．操作履歴 

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 

 2 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ｿｳｻ ﾘﾚｷ 

 1E 

 

ｿｳｻ ｼﾄﾞｳｼﾞｶﾝ   ↓ 

注1 

   1F ｿｳｻ ﾃｲｼｼﾞｶﾝ    ↑ 

注1 

   A2 ｸﾘｱｼﾃ ｲｲﾃﾞｽｶ? 

       YES NO 

   注１．下段に日時が表示されます。 

   注２．日時の表示および 操作・表示 はⅠ．アラーム履歴と同様です。 

 

 

Ⅳ．停電回数 

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 

 3 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ﾃｲﾃﾞﾝ ｶｲｽｳ 

 0F ﾃｲﾃﾞﾝ ｶｲｽｳ 

         XXXｶｲ 

   A3 

 

ｸﾘｱｼﾃ ｲｲﾃﾞｽｶ? 

       YES NO 

 

   注１． 操作・表示 はⅠ．アラーム履歴と同様です。 
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Ⅴ．積算時間 

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 

4 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ｾｷｻﾝ ｼﾞｶﾝ 

 10 ｾｷｻﾝ ｼﾞｶﾝ      ↓

UPS:XXXXXｼﾞｶﾝ 

   11 ｾｷｻﾝ ｼﾞｶﾝ      ↑

BATT:XXX ﾌﾝ 
 
 

操作・表示 

① ｺｰﾄﾞ4:UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ ｾｷｻﾝｼﾞｶﾝ表示時、ｾｯﾄキーを押すとｺｰﾄﾞ10の表示内容を表示します。 

② △または▽キーで表示を切り換えます。 

▽キーでｺｰﾄﾞ10→11の順に選択します。 

△キーでｺｰﾄﾞ11→10の順に選択します。 

③ ｺｰﾄﾞ10,11の表示状態からは、ﾓｰﾄﾞ/ONキーで画面02:UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝﾓｰﾄﾞに戻ります。 

 



 

-   - 37

Ⅵ．バッテリチェック 

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 

5 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ﾊﾞｯﾃﾘ ﾁｪｯｸ 

12 ﾊﾞｯﾃﾘ ﾁｪｯｸ 

ｼﾏｽｶ? YES NO 

  13 ﾊﾞｯﾃﾘﾁｪｯｸﾁｭｳ XXﾌﾝ

ﾓｰﾄﾞｷｰﾃﾞﾁｭｳｼｼﾏｽ 

  14 ﾊﾞｯﾃﾘｺｳｶﾝ XXﾌﾝ 

ﾓｰﾄﾞｷｰｦｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

  15 ﾊﾞｯﾃﾘOKﾃﾞｽ XXﾌﾝ 

ﾓｰﾄﾞｷｰｦｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

 

操作・表示 

① ｺｰﾄﾞ5：UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾊﾞｯﾃﾘ ﾁｪｯｸ表示時ｾｯﾄキーを押すとｺｰﾄﾞ12の表示内容が表示されます。 

②    キーを押してYESを選択します。 

③ ｾｯﾄキーでバッテリチェックを開始すると、ｺｰﾄﾞ13の表示内容が表示されます。 

④ バッテリチェックを継続した場合、バッテリ運転を最長５分間行い、自動的に通常運転に

戻ります。バッテリチェックの結果、５分未満のときはｺｰﾄﾞ14の表示内容が４分間表示さ

れます。バッテリを交換してください。バッテリチェックの結果、５分以上のときはｺｰﾄﾞ

15の表示内容が４分間表示されます。ﾓｰﾄﾞ/ONキーでｺｰﾄﾞ5の表示に戻ります。(注3) 

⑤ ｺｰﾄﾞ13の表示内容のときに、バッテリチェックを中止する場合、ﾓｰﾄﾞ/ONキーでバッテリ

チェックを中止し、ｺｰﾄﾞ5の表示内容に戻します。 

⑥ ﾓｰﾄﾞ/ONキーで画面02：UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾓｰﾄﾞに戻ります。 

注１．バッテリチェック時のブザー鳴動 

バッテリチェック中          ： 
 

バッテリチェック終了時、バッテリ寿命時： 

 
注２．バッテリチェック中に下記の事象が発生した場合はバッテリチェックを中止します。 

① ｽﾀﾝﾊﾞｲﾁｭｳ 

② ********         ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ   (*は22ﾍﾟｰｼﾞ 項目 ０１ 重故障の内容) 

③ ｷｮｳｾｲ            ﾊﾞｲﾊﾟｽｳﾝﾃﾝ 

④ ﾆｭｳﾘｮｸHV         ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ 

⑤ ﾆｭｳﾘｮｸHV         ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ 

⑥ ﾃｲﾃﾞﾝ            ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ 

⑦ ﾃｲﾃﾞﾝ            ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ 

     ⑧ ﾆｭｳﾘｮｸMCCBﾄﾘｯﾌﾟ  ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ 

     ⑨ ﾆｭｳﾘｮｸMCCBﾄﾘｯﾌﾟ  ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ 

     ⑩ ﾕﾆｯﾄMCCBOFF      ﾊﾞｯﾃﾘｳﾝﾃﾝ 

     ⑪ ﾕﾆｯﾄMCCBOFF      ﾊﾞｯﾃﾘﾃｲｶ 

注３．バッテリチェックによりﾊﾞｯﾃﾘｾｲｼﾞｮｳと表示された場合でも、判定は目安ですので、バッ

   テリ交換時期(9.4.2ﾊﾞｯﾃﾘの交換による)になりましたらバッテリを交換してください。 

ピピ

ピ- ピ- ピ- ピ-

(4回) 
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Ⅶ．バッテリ余命 

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 

6 UPS ﾎｼｭ ｼｴﾝ 

ﾊﾞｯﾃﾘ ﾖﾒｲ    ↑ 

16 ﾊﾞｯﾃﾘ ﾖﾒｲ     ↓ 

ﾖﾒｲｼﾞｶﾝ  XXXXX H 

  17 ﾊﾞｯﾃﾘ ﾖﾒｲ     ↑   注4 

ﾍｲｷﾝｵﾝﾄﾞ XX℃ 

  18 BATTﾖﾒｲｼﾞｶﾝXXXXH↓  

0<X<4320 ｺｳｶﾝﾖｺｸ 

  19 BATTﾖﾒｲｼﾞｶﾝXXXXH↓  

X<0    ｺｳｶﾝｼﾞｯｼ 

  20 ﾘﾁｳﾑﾃﾞﾝﾁ        ↑ 

ｺｳｶﾝｼﾞｯｼ 

 

操作・表示 

① ｺｰﾄﾞ6：UPSﾎｼｭ ｼｴﾝ ﾊﾞｯﾃﾘ ﾖﾒｲ表示時ｾｯﾄキーを押すとｺｰﾄﾞ16の表示内容が表示されます。(注2) 

② △ または ▽ キーで表示を切り換えます。 

▽ キーでｺｰﾄﾞ16→17を選択できます。 

△ キーでｺｰﾄﾞ17→16を選択できます。 

③ ﾓｰﾄﾞ/ONキーでｺｰﾄﾞ6、画面02モードに戻ります。 

④ バッテリ余命が交換予告時間(4320H=180日)以下に達した場合は、ｺｰﾄﾞ18の表示内容が表示

されます。バッテリの交換を予定してください。 

⑤ バッテリ余命の時間が0以下に達した場合は、ｺｰﾄﾞ19の表示内容が表示されます。バッテリ

を交換してください。 

⑥ リチウム電池が寿命に達した場合は、ｺｰﾄﾞ20の表示内容が表示されます。 

注１．時間は入力受電、入力ブレーカ「入」時に計算します。 

注２．バッテリのﾖﾒｲｼﾞｶﾝ Hは目安ですので、バッテリ交換時期(9.4.2ﾊﾞｯﾃﾘの交換による)にな   

りましたら、バッテリを交換してください。 

注３．ｺｰﾄﾞ18～20の状態になったとき、該当する表示内容を表示し(4分間)、ブザーが鳴動しま   

す。（        ４回）ＬＣＤ表示が消えた後に、ﾓｰﾄﾞ/ONキー押すと、再度ＬＣ   

Ｄ表示しブザーが鳴動します。 

注４．ｺｰﾄﾞ17が表示されているときに、ｺｰﾄﾞ20の状態が発生した場合は↑が 表示に変わりま 

す。 

   バッテリ平均温度は、１時間毎の平均値を示します。 

ピ- ピ- ピ- ピ- 
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 (５) 各種設定機能 

画面 モ ー ド ｺｰﾄﾞ 表示内容 内   容 

03 UPSｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ   

  

1 UPSｾｯﾃｲ 

ｼﾞｺｸ           

曜日、日時を設定する。 

 

 

Ⅰ．時刻設定 

ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 ｺｰﾄﾞ 表 示 内 容 

 1 UPSｾｯﾃｲ 

ｼﾞｺｸ           

 01 ｼﾞｺｸ (XXX) 

'XX XX･XX XX:XX 

     上段XXXに現在の曜日が表示されます。 

    （日）：SUN 

    （月）：MON 

    （火）：TUE 

    （水）：WED 

    （木）：THU 

    （金）：FRI 

    （土）：SAT 

 

   下段XXに現在の日時が表示されます。 

     （例） '97  04.01  07：30     '00  04.01  07：30 

         （年 月,日 時：分）   （西暦2000年の場合） 

操作・表示 

 

現在の日時を調整、再設定する必要がある場合に操作してください。むやみに操作しないでください。

① △または▽キーでUPSｾｯﾃｲ ｼﾞｺｸを選択しｾｯﾄキーを押すと、ｺｰﾄﾞ01の表示内容（現在の日

時）が表示されます。 

② ｾｯﾄキーで、設定部分を指定するカーソル（ ）が下段の左端に表示されますので、   ま

たは   キーで設定部へ移動します。左右端のカーソルはさらに外側に移動するようにキー

操作をすると、上段の曜日を指定します。さらにキーを押すと下段に戻ります。 

③ 設定部を指定し、△または▽キーで日時の数値をUP/DOWNし、曜日を選択します。 

④ ｾｯﾄキーで設定が決定し、設定日時が表示されます。 

⑤ ﾓｰﾄﾞ/ONキーを２回押して、UPSｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞに戻します。 

  注．次の状態のときに時刻設定はできません。 

    ・17ﾍﾟｰｼﾞ(2) SW1,2のの設定において、Ｗ／Ｓ接続 有／無(SW1-2)をONに設定した場合。 
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１２．標準仕様  

項    目 規 格 また は 特 性 備   考 

装    置 FU-75AⅢ-010-F FU-100AⅢ-010-F  

出 力 容 量 7.5kVA/6kW 10kVA/8kW  

冷   却   方   式 強制空冷  

相       数 単相２線  

電       圧 100V または 200V  ±15% (注１) 

周   波   数 50Hz または 60Hz ±5% (注１) 

所  要  容  量 8.2kVA 10.7kVA 定格出力時 

交 

流 

入 

力 
電 流 歪 率 １０%以下(入力力率０.９７以上) (注２) 

相     数 単相２線 または 単相３線  

電     圧 100V(2線) 

100V/200V(3線) 

 

電圧整定精度 ±２%以内  

周   波    数 50Hz または 60Hz 入力周波数と同じ(自動選択) 

周 波 数 精 度 定格周波数±1.0%以内(商用同期時) 内部発振器使用時±0.5% 

電 圧 波 形 正弦波  

電圧波形歪率 
線形負荷時：３%以内 

100%整流器負荷時：７%以内 
定格出力時 

負荷急変時  0⇔100%変化または出力切換 

停電・復電時  
過渡電 

圧変動 
入力電圧急変時 

±５％以内 

±10%変化 

応 答 時 間 １サイクル以内  

負  荷  力  率 ０.８（遅れ） 変動範囲0.7(遅れ)～1.0 

過電流保護動作 120%以上にてﾊﾞｲﾊﾟｽ回路へ自動切換 ｵｰﾄﾘﾀｰﾝ機能付 

インバータ １２０% １分間 

２００% 30秒間 

交 

 

流 

 

出 

 

力 

過負荷 

耐 量 バイパス 
８００% ２サイクル 

方     式 高放電率小形シール鉛蓄電池  

定 格 容 量 ３８Ah 20時間率 

個     数 ８個（12V/1個） ９個（12V/1個）  

バ

ッ 

テ 

リ バックアップ時間 １０分 周囲25℃ 定格負荷時 

周    囲    条    件 
      周囲温度:0～40℃ 

      相対湿度:30～90% 

(注３) 

騒      音 ５０dB以下 装置正面1m  A特性 

注1. 交流入力周波数が、定格周波数の±1%の範囲にあり、かつ交流入力電圧が定格電圧±15%の

範囲内にあるとき、インバータは交流入力と同期運転し無瞬断切り換え可能となります。 

注2. 入力電圧歪率１％以下の場合 

注3. バッテリを搭載しており、30℃を超える長時間の使用は避けてください。 

注4. バックアップ時間が長時間の装置は標準仕様と一部違いがあります。バッテリ盤の取扱説

明書をご覧ください。 

 



 

 


